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部工会の製品環境指標セミナー

・部工会の製品環境指標・・・・・・・・・・デンソー

・製品環境指標ガイドライン・・・・・・・・日本特殊陶業

・製品環境指標の取り組み事例・・・・豊田自動織機

・今後の予定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・デンソー

部工会の製品環境指標標準化について検討中でしたが、
この度、算出ガイドラインが完成したので紹介します

□要旨

□目次
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部工会の製品環境指標

□背景
・部品の環境配慮設計を推進したい
→部品の負荷削減だけ？
→くるまの利便性が犠牲になりかねない
・豊かさ・価値の向上と負荷低減活動とを両立したい

環境負荷削減（やさしさ）価値（うれしさ）

環境負荷価値

新たな指標が必要、部工会環境委員会でＷＧ結成
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□ＷＧ活動の目的
・自動車部品の環境性と利便性等製品価値の向上を
図るため、その両立性を見える化する
→指標の標準化（ガイドライン策定）

□製品環境指標の狙い

１．環境配慮製品の方向性を明確にする
２．納入先様、社会、経営層へ環境配慮製品づくり
をアピールする
３．設計者のモチベーションを向上する

活動目的と狙い

・さらに、その活用方法を具体的に検討する
（今後の課題）

環境配慮設計の底上げを図る
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2007年

製品環境部会

材料・リサイクルＷＧ

環境負荷物質ＷＧ

製品環境指標ＷＧ

環境委員会
幹事会

活動組織

製品環境指標の検討
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ガイドラインの構成

第１章・・・はじめに

第２章・・・製品環境指標の基本構成

第３章・・・分子となる製品価値の算出方法

第４章・・・分母となる環境負荷の算出方法

第５章・・・製品環境指標の算出事例
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第２章・・・製品環境指標の基本構成

２．１ 指標概要

製品性能（プラスの側面）

環境負荷（マイナスの側面）

従来製品等との先進性をファクター（倍率）で表現

新製品の環境効率

従来製品の環境効率

環境効率＝

□製品環境指標のあるべき姿

製品環境指標＝

要件
・技術進歩を前向きにとらえるポジティブなものさし
・簡潔かつ明瞭である
・製品価値に新機能を織り込める
・製品価値、環境負荷のそれぞれが単独に表現できる
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すべての環境負荷を統合化:複雑かつ不明瞭 →3大テーマ別に分けて算出

□３つの指標

新製品の環境効率

従来製品の環境効率
製品環境指標＝

＝

新製品の価値

新製品の環境負荷

従来製品の価値

従来製品の環境負荷

地球温暖化指標＝

新製品の価値

新製品の地球温暖化負荷

従来製品の価値

従来製品の地球温暖化負荷

資源枯渇指標＝

新製品の価値

新製品の資源枯渇負荷

従来製品の価値

従来製品の資源枯渇負荷

環境負荷物質排出指標＝

新製品の価値

新製品の環境負荷物質排出負荷

従来製品の価値

従来製品の環境負荷物質排出負荷

地球温暖化 資源枯渇 環境負荷物質排出
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2.2 対象範囲の設定

2.2.1 評価対象製品および製品機能の設定

【要件】・新製品と従来製品は主要機能が同等
・製品機能として、車両走行１０年または１０万ｋｍは共通

４気筒２．０Ｌガソリン
エンジン制御
車両走行１０万ｋｍ

６気筒２．２Ｌガソリン
エンジン制御
車両走行１０万ｋｍ

２）機能の
明確化

現行Ｂ車用エンジン
ＥＣＵ

次期Ａ車用エンジン
ＥＣＵ

１）製品選定

従来製品等新製品等

【注意点】・製品は複数製品からなるシステムでも良い
・従来製品は他社製品でも良い
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2.2.2 製品価値評価範囲の設定

製品価値：製品が発揮しうる物理的、感覚的、
経済的等の有用性

利便性 安全性 快適性 など

【要件】
１）２．２．１で設定した製品の発揮しうる有用性であること

２）次頁で定める環境負荷の範囲（システム境界）と同じ範
囲であること→範囲が異なる場合、明記すること

３）環境負荷（分母）と製品価値（分子）でダブルカウントしな
いこと

４）客観的にみて透明性・公平性・信頼性を確保すること
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2.2.3 環境負荷評価範囲の設定

環境負荷：人的に発生する環境への影響
１）地球温暖化
２）資源枯渇
３）環境負荷物質排出

【要件】
１）設定された製品機能を有する製品が発生する負荷すべ
てを対象にすること

２）ライフサイクル全体を評価対象とすること（次頁参照）

３）従来製品と新製品で評価範囲を変えないこと

→評価範囲を限定する場合、設定した評価範囲を明示する
こと
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ライフサイクルの各段階と評価範囲

製品のライフサイクル

調達 開発・設計・製造 輸送

使用 廃棄・リサイクル

車両の廃棄・リサイクル段階の特例

評価範囲評価範囲範囲外＊評価範囲環境負荷物質排出

評価範囲評価範囲評価範囲評価範囲資源枯渇

評価範囲評価範囲範囲外＊評価範囲地球温暖化

埋立リカバリ
（熱回収）

リサイクル
（再生）

前処理・
解体

負荷

＊：再生された資源が評価対象製品で再利用されているかどうか不明、
また、一般に埋立よりリサイクル（再生）することの方が負荷が大きく、リサイクル（再生）を
負荷評価することがリサイクル（再生）を阻害する可能性があるため
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第１章・・・はじめに

第２章・・・製品環境指標の基本構成

第３章・・・分子となる製品価値の算出方法
3.1 価値の数値化

第４章・・・分母となる環境負荷の算出方法
4.1 地球温暖化による負荷の算出
4.2 資源枯渇による負荷の算出
4.3 環境負荷物質による負荷の算出
4.4 交換使用される製品に関する負荷の算出方法



日本自動車部品工業会 07年3月08日

13/73

All Rights Reserved. © JAPIA 2007

第３章・・・分子となる製品価値の算出方法

3.1 価値の数値化

分子となる製品価値は、指標算出に当たっては統合化された数値

製品価値は必ずしも一つだけであるとは限らず複数ある場合が多い
以下の製品の価値を算出する方法を推奨

１）製品仕様など製品の性能を定量的に扱うこと

２）定量化された性能を重要度を考慮し、顧客満足度などにより
重み付けすること

安全安全

自動車の機能向上自動車の機能向上

利便利便

快適快適



日本自動車部品工業会 07年3月08日

14/73

All Rights Reserved. © JAPIA 2007

数値化の手法例

従来製品の合計及び新製品の合計それぞれが性能の数値化結果となる⑥

重み付け係数を④で規格化した値に乗じる⑤

従来製品の実績値「１」として新製品の実績値の比率を求める

実績値の減少が価値の増加を表す場合は、新製品の比率を逆にする

新製品の新たなに追加された性能項目がある場合、従来製品の値を「０」
とし、新製品の値は「１」とする

④

各性能の実績値を求める③

各性能の重要度を設定する②

性能の項目をリストアップする①

手 法
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冷蔵庫の製品価値の抽出例

出典：東芝「ファクターTのお話」
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算出例

27

9

性
能
Ｅ

9

1

性
能
Ｃ

3

9

3

3

3

9

顧
客
重
要
度

90

9

3

性
能
Ｄ

45

3

3

3

性
能
Ｂ

81重み付け係数

解体し易い

振動が少ない

組付け易い

9小型

3動作音が小さい

3排ガス規制を満たす

定
格
電
力

顧客重要度
9：高
3：中
１：低

対応関係
9：強い関係
3：普通の関係
1：弱い関係

ＱＦＤによる重み付け

543225合計⑥

144901.61↑0.80.590性能D

100452.221↓4.51045性能B

↑

↓

↑

改善

方向

27

11

261

新製品

1

1.25

3.22

新製品

5000

1.2

740

新製品 従来製品従来製品従来製品

00-27性能E

911.59性能C

81123081定格電力

補正⑤規格化④実績値③重要度
②

性能①

・製品に対する特徴的な性能をリストアップ
・特徴的な性能が一つしかない場合、
一つの性能のみも可

性能①

重み付け設定方法

・QFD（品質機能展開）による重み付け
・各性能を実現するために必要としたｺｽﾄ
などに基づく重み付け
・ｱﾝｹｰﾄ等を用いた選択型実験による
表明選択法で定量化された重み付け

重要度②
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算出例（つづき）

543225合計⑥

144901.61↑0.80.590性能D

100452.221↓4.51045性能B

↑

↓

↑

改善

方向

27

11

261

新製品

1

1.25

3.22

新製品

5000

1.2

740

新製品 従来製品従来製品従来製品

00-27性能E

911.59性能C

81123081定格電力

補正⑤規格化④実績値③重要度
②

性能①

・各性能の実績値を従来製品と新製品で求める

・従来製品の実績値を「１」として新製品の実績値の比率を求める
・実績値の減少が価値の増加を表す場合は新製品の比率を
逆数にする
・新製品の新たに追加された性能項目がある場合、
従来製品の値を「０」とし、新製品の値は「１」

・規格化④に
重要度②を乗じる
・従来製品と新製品の
価値の数値を求める

実績値③

規格化④

補正⑤

・合計して製品価値を求める

合計⑥
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第１章・・・はじめに

第２章・・・製品環境指標の基本構成

第３章・・・分子となる製品価値の算出方法
3.1 価値の数値化

第４章・・・分母となる環境負荷の算出方法
4.1 地球温暖化による負荷の算出
4.2 資源枯渇による負荷の算出
4.3 環境負荷物質による負荷の算出
4.4 交換使用される製品に関する負荷の算出方法
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第４章・・・分母となる環境負荷の算出方法

資源投入

地球温暖化 環境負荷物質排出

大気汚染

水質汚染

土壌汚染
温室効果ガス環境への

排出

エネルギー

資源枯渇

固形廃棄物

再生資源

資源

ﾘｻｲｸﾙ

資源の採掘

流通

原材料製造 製品製造

使用 廃棄

製品のライフサイクル




